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子ども議会開催！ 7.13／7.21
̶子どもたちが参加するまちづくり―

　子どもたちに未来の主権者として、町議会の
事を知ってもらい、町に関心を持ってもらおうと
平成28年に続き子ども議会を開催しました。立
科小学校6年生が社会の授業で国会など国の仕
組みを学習していることを受け、7月13日には立
科小学校に出向き、町民・議会・行政などの仕組
みや町議会の仕事などをスライドを使って事前
のレクチャーをしました。

2組

1組

7.21 本会議場で記念撮影

議会を代表して田中議長がごあいさつ

議会の仕組みなどを説明 児童の質問に答える

2



A

7/21（木）
子ども議会
In立科町議会

　他にも「なぜ議員の定数が減ったのか」「議員に休みはあるのか」などの質問がありました。様々な
鋭い質問に、議員も真剣に答えていました。議員は「子どもたちにわかりやすく説明するのが難しかっ
た」「子どもたちも真剣に考えていることが分かった」と認識を新たにしました。

　7月21日、役場に6年1組、2組の児童が順番に庁
舎を訪れ、議会の模擬体験をしました。
　1クラスを4班に分け議員も4つに分かれ、役場庁
舎を案内。防災無線室、土地改良区、町長室を案
内。各課の仕事を説明し、議場へ。
　4階ではまず、登庁ランプを押し（当日は班の名前
となっていました）控室、議会事務局、議長室、委員
会室を見学して、本会議場につくとまず、傍聴席を一
回り。その後、子こどもたちから質問を受けました。
(主なものを紹介）

少子高齢化で人口が減るという問題です。町
の人口が減ると、町の元気がなくなり、集落が
維持できなくなり、暮らしていかれなくなると
いう問題も起きます。町は何とかして、町に住
んでもらう人を多くしようとあれこれと工夫を
しています。

「どうしたら人口減少を止められるんですか」

「立科町が抱える
　　　　　課題は何ですか？」

子どもたちから鋭い質問

議長「質問ありますか」 「ハイ」「ハイ」「ハイ」
次々と手が挙がり、時間が足りなくなった。

A これはとても難しい問題で、みんなで考えてい
るところです。皆さんに最初にできることは、転
校生や移住してきた人たちと仲良くしてくださ
い。そうすることで輪が広がり立科町が住みや
すい町だと思ってもらえます。
　そこに住んでもらうには、働く場所や住むと
ころが必要。ひとつひとつ解決のためにがん
ばっています。

「どうやって人口を
　　増やしていくのですか？」

A ごみの回収は大変な仕事。減量化をしたいが
簡単には進みません。台風19号では大きな被
害を受け、復旧には時間とお金がかかりまし
た。水道水を守る仕事や、皆さんが使った水を
処理する仕事も大変です。
　どれが一番大変ということでなく、他の課も
難しい問題を抱えながら皆さんのために仕事
をしています。

「建設環境課で
　大変だったことは何ですか？」

A 大好きな立科町の町づくりに参加して住みよ
い町にしようと思ったからです。

「どうして議員になろうと
　　　　　思ったんですか？」

A 現在町では「気候温暖化対策の計画」を策定中
です。町・県・国・事業所そしてみんながそれぞ
れの立場でできることをやっていくことが必
要。例えば私たちにできることとして、燃やす
ごみを減らす、水・電気など無駄使いをしない
こと、遠くから燃料や電気を運ばず、水力・太陽
光など身近なところでエネルギーを自給できる
ようにするシステムを作るなど、様々な取り組
みが必要です。

「町はＳDGｓについて、
　やっていること、取り組みは
　　　　　　　　ありますか？」

3



令和4年第3回定例会を9月2日から9月16日までの15日間の会期で開き、条例や補正予算、
同意、認定などについて審議を行った。審議された内容や議決結果など、その主な内容を掲載。

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決･承認　×否決

◇ 補正予算　5件

◇ 認定　9件

◇ 人事案件　2件

立科町議会議員及び立科町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
　立科町議会議員及び立科町長の選挙にかかる選挙運動用の自動車･ビラ･ポスターについて公費負担とする条例

結果

◎

立科町町税条例の一部を改正する条例制定
　超過税率(1.2倍)を採用していた法人町民税の均等割を標準税率に引き下げる改正 ◎

令和4年度立科町一般会計補正予算（第6号）
　1億4,607万6千円を追加し、予算の総額を57億6,837万6千円とするもの。
　歳入では普通交付税の確定による1億2,145万6千円の増額や前年度繰越金の確定による2億4,087万2千円の増額など。
　歳出では役場庁舎･児童館･保育園の照明器具LED化改修工事に6,383万3千円、土砂流出防止のため極楽坂残土
置場から雨境残土置場への搬出費用1,100万円の増額などが主なもの。

◎

令和4年度立科町一般会計補正予算（第7号）
　オミクロン株に対応した新型コロナウイルスワクチン接種の計上など2,872万円を追加し、予算の総額を57億
9,709万6千円とするもの。

◎

令和4年度立科町国民健康保険特別会計補正予算(第1号)
　前年度繰越金確定に伴う各科目の補正などが主なもの。 ◎

令和4年度立科町介護保険特別会計補正予算(第1号)
　過年度分返還金の確定や前年度繰越金確定に伴う補正が主なもの。 ◎

令和4年度立科町水道事業会計補正予算(第2号)
　消火栓の移転(西塩沢)･更新(外倉)に要する費用として162万円を計上 ◎

立科町温泉条例
　町有財産の有効活用を図るため、町が所有する｢樽ケ沢温泉｣を年間500万円で分湯できるように規定 ○

立科町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例
　過疎地域として指定されたことにより、製造業･旅館業･農林水産物販売業･情報サービス業の用に供する設備を取
得した場合に固定資産税を免除できるよう規定

◎

◎令和3年度立科町一般会計及び後期高齢者医療特別会計を除く5特別会計の歳入歳出決算認定
令和3年度立科町水道事業会計及び下水道事業会計の決算認定

令和3年度立科町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○

立科町教育委員の選任 遠山貴美枝氏の新任を同意
人権擁護委員の推薦 川合登巳雄氏の再任を同意 ◎

令和4年 第３回定例会

◇ 条例の制定　3件　　一部改正　1件

◎令和3年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分、令和3年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
◎工事請負契約の締結について(2件)

╳故安倍晋三元首相の｢国葬｣中止を求める意見書

健全化判断比率等の報告、立科町教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書

◇ その他　4件

◇ 議員発議　1件

◇ 報告　2件
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立科町温泉条例制定について

故安倍晋三首相の「国葬」中止を求める意見書

認定第1号　令和3年度一般会計歳入歳出決算

★賛成討論　10番　瀧澤 壽美雄
　この条例は、立科町が所有する温泉の適正な維持管理
に関し、必要な事項を定めることを目的とするものであ
る。この大事な立科町の天然資源を立科町の収入の一部
にしようという事は当たり前なことで、将来にわたって
毎分70リットルまで年間500万円という内容で大きな
財源に成りうるものである。
　企業が前もって給湯用の配管をしている、拙速ではな
いかと言う事であるが、本来企業というのは自己責任に
おいての先行投資は当たり前の事である。
　町はそのような町内企業に対し、公益的な考えの下、
できる応援はしても、おかしくはないと思う。
　天然温泉の有る大きな観光施設が新築され、白樺高原
は大きく変わると感じざるを得ない。この条例はこれか
らの白樺高原の発展に関わる大きな意味のある条例であ
ると考え、私は賛成をする。

★反対討論　村田 桂子
　この条例は、民間会社から樽が沢温泉の活用を申し込
まれ、使用料を徴収する必要が生じたため、上程され
た。未活用資源の活用がされるという点では賛成する。
反対の理由は条例制定過程にある。
　議会で温泉活用について条例で定める前に工事が始
まっていることに大きな違和感がある。
　5月31日の「工事着工に支障なし」との意見書、7月
1日の町有地貸し付け契約締結など、本来温泉活用の諸
条件を定めた条例制定後にあるべき手続きが先行した。
　このところ、某ホテルの申し入れを受け、直ちに辺地
計画の変更、テニスコートを駐車場に貸し出し、ホテル
前道路の線形改善工事など、ホテルの意向を汲んで短期
間のうちに進め便宜を図っている。あえて反対とした
い。

★反対討論　森澤 文王
　国葬に関して反対、賛成については、個人の意見は
様々で良いかと思う。
　そういう事案に対して「立科町議会」という名前を
使って、あたかも町民の代表として意見を取りまとめた
かの様に意見書を提出するということは、議席を預かる
者として、受け入れることはできない。
　以上を踏まえて考えるべきであるとして、反対討論と
する。

　今回の「国葬」決定は、法的根拠のない中、内閣の一
存で決められた極めて恣意的な決定であり、国民の過半
数、県民の7割が反対している。
　安倍元首相の功績には影の部分が多く指摘され「モ
リ・カケ・さくら」・アベノマスク、職員を自死に追い
込んだ公文書改ざん、内閣法制局長官のすげ替えで集団
的自衛権を合法化し自衛隊の海外派兵に道を開いた。検
察庁長官人事への関与、内閣人事局の創設など平和と議
会制民主主義の破壊につながる強権的な手法は問題であ
る。旧統一協会の金看板となり被害を拡大したと推察で
きる。非正規雇用の拡大で格差と貧困はいっそう広がり
経済は停滞し社会はいっそう不安定になった。こうした陰の
部分も「国葬」強行で免罪されることとなる。幾重にも問題を
はらんだ「国葬」は中止を求める。 

　令和３年度は、コロナ感染症対策でコロナワクチン接
種、事業者・町民・学生支援など、国の臨時交付金を活
用して様々な施策を展開。台風19号の復旧と集中豪雨
の被災回復にも大きな力を注ぎ、理事者・町職員の大奮
闘に心から敬意と感謝を表す。
　職員の労働環境については前年度当初に職員の不幸な
事故があり、職員の労働環境の把握・改善が課題となっ
た。労働時間の自動計測機器を導入したが残業時間がな

かなか減らないことも明らかに。業務時間が給与に適正
に反映されることを期待する。会計年度任用職員の待遇
改善が進んだが正規化すべき。
　電算共同化で経費が削減、移住定住政策では空き家活
用が増えた。気候危機打開のため生ごみ減量化が効果を
あげている。畜産農家の屠畜場への搬出経費補助を実
施、教育現場にコロナ対応も含め補助員が配置され効果
をあげている。評価する。

★賛成討論　村田 桂子

★賛成討論　村田 桂子
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総務経済常任委員会
所　管　総務課・企画課・産業振興課・会計室・議会事務局
委員長／森澤文王　副委員長／芝間教男
委　員／今井英昭　瀧澤壽美雄　榎本真弓　今井健児

９月12日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

QQQQ A

QQQQ AAAA

AAA 質
疑Q

A
＆

立
科
町
議
会
議
員
及
び
立
科
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

立
科
町
温
泉
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

立
科
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

移住者向け長期滞在住宅

樽ケ沢温泉の井戸を前に説明を受けた。

QQQQ AAAA

 賛否一覧

議決結果

可決

認定

否決

議案等番号

議案第45号

認定第3号

発議第2号

議案等の件名

 議員名 田
中
三
江

今
井
英
昭

瀧
澤
壽
美
雄

森
本
信
明

榎
本
真
弓

村
田
桂
子

今
井　

清

森
澤
文
王

中
村
茂
弘

中
島
健
男

芝
間
教
男

今
井
健
児

○○○○■○○○○○○
令和3年度立科町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定
故安倍晋三元首相の｢国葬｣中止を求める意見
書について

○○○○■○○○○○○

■■■■○■■■■○■

※「○」は賛成　　「■」は反対　　議長（田中三江）は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は、全会一致でした。

立科町温泉条例制定
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予
防
接
種
事
業
で
子
宮
頸
が 

 

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
国
の
補

助
は
な
い
の
か
。

 

国
の
補
助
は
い
ず
れ
入
っ
て 

 

く
る
予
定
。

 

接
種
の
対
象
者
は
。

 

平
成
９
年
〜
平
成
18
年
の
９
年 

 

間
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
消
極
的

で
あ
っ
た
時
代
の
現
在
25
〜
16
才
を

接
種
対
象
に
追
加
す
る
。２
１
２
人

の
内
３
分
の
１
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。

 

道
路
維
持
管
理
経
費
で
極
楽 

 

坂
残
土
置
き
場
残
土
搬
出
１

１
０
０
万
円
と
は
。

 

台
風
19
号
で
の
災
害
残
土
は
、 

 

水
を
多
量
に
含
み
緩
か
っ
た

の
で
、緊
急
対
応
で
極
楽
坂
に
持

ち
込
ん
だ
。

　

安
定
的
に
処
理
す
る
た
め
に
雨

境
の
残
土
置
き
場
に
搬
出
す
る
。

１
５
０
０
㎥
で
、大
型
ダ
ン
プ

カ
ー
３
０
０
台
分
で
あ
る
。

 

教
育
費
の
職
員
旅
費
と
は
何 

 

か
。

 

オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
新
た
に
迎 

 

え
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
ジ
ュ
リ
ー
・
オ
ー

ル
デ
ン
さ
ん
の
入
国
に
か
か
る
経

費
で
あ
る
。

 

基
金
か
ら
の
繰
入
れ
が
大
き 

 

く
減
っ
た
が
ど
う
し
て
か
。

 

令
和
３
年
度
の
介
護
給
付
費 

 

が
減
り
、繰
越
金
が
確
定
し

た
た
め
。

 

過
年
度
分
返
還
経
費
と
は

 

６
つ
の
国
庫
補
助
金
の
確
定 

 

に
よ
る
差
額
返
還
金
。

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の 

 

繰
出
金
、シ
ス
テ
ム
改
修
と
は
。

 

保
険
証
の
記
載
内
容
か
ら
性 

 

別
欄
を
削
除
す
る
。

 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
床
暖
房 

 

制
御
装
置
・
ポ
ン
プ
の
修
繕
と 

は
。

 

床
暖
房
用
の
ポ
ン
プ
か
ら
不 

 

凍
液
が
漏
れ
て
い
た
も
の
を

修
繕
す
る
。

  

児
童
館
・
保
育
園
照
明
器
具 

 

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
と
は
。

 

脱
炭
素
化
地
球
温
暖
化
防
止 

 

対
策
と
し
て
熱
の
出
な
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
児
童
館
１
０
３
台
、保
育
園

７
３
３
台
す
べ
て
の
照
明
を
替
え
る

も
の
。

 

ま
だ
耐
用
年
数
に
も
達
し
て

 

い
な
い
照
明
を
取
り
換
え
る

の
は
早
い
の
で
は
な
い
か
。

 

水
銀
使
用
の
も
の
も
あ
り
、壊 

 

れ
た
時
の
危
険
性
を
考
え
、

全
部
取
り
換
え
る
こ
と
に
し
た
。

 

財
源
と
し
て
過
疎
債
を
充
て 

 

る
と
し
て
い
る
が
、そ
の
順
番

は
。

 

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進 

 

事
業
債
の
脱
炭
素
化
事
業
を

活
用
し
た
整
備
を
４
年
で
計
画
し

て
い
た
が
、「
過
疎
対
策
事
業
債
で

３
・
５
年
間
」と
前
倒
し
で
行
い
た

い
。防
災
・
避
難
所
・
教
育
施
設
を

優
先
す
る
。

 

高
齢
者
福
祉
事
業
で
、正
職 

 

員
１
名
減
の
補
充
で
会
計
年

度
任
用
職
員
１
名
と
な
っ
て
い
る

が
、正
規
職
員
を
配
置
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

自
己
都
合
で
１
名
退
職
し
た

 
緊
急
対
応
と
し
て
、介
護
に

詳
し
い
人
を
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
採
用
し
た
。９
月
に
は
正
規

職
員
を
配
置
し
た
。

 

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

 

の
修
繕
２
５
７
万
円
と
は
、ず

い
ぶ
ん
高
い
と
思
う
が
。

 

開
閉
利
用
が
少
な
か
っ
た
た 

 

め
、廊
下
排
煙
窓
開
閉
装
置

の
チ
ェ
ー
ン
が
錆
び
て
動
か
な
い
。

す
べ
て
取
り
換
え
る
。ま
た
、床
暖

房
用
不
凍
液
の
交
換
も
す
る
。

社会文教建設常任委員会
所　管　町民課･建設環境課･教育委員会
委員長／今井 清　副委員長／中島健男
委　員／田中三江　森本信明　村田桂子　中村茂弘

９月９日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

QQQQ

Q

AAAA

A QQAA

Q QA A

QQQ AQAAA

質
疑Q

A
＆

令
和
４
年
度
立
科
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

令
和
４
年
度
立
科
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

極楽坂残土置場
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不
納
欠
損
と
収
入
未

　
　
済
の
内
容
は
。

　
　
不
納
欠
損
は
１
０
７

　
　
件
、
18
名
。
令
和
２

年
度
と
比
較
し
て
多
く
な
っ

て
い
る
。
理
由
は
、
法
人
は

５
法
人
で
破
産
や
精
算
に

よ
る
登
記
簿
閉
鎖
、
個
人

は
長
期
滞
納
者
が
死
亡
し

相
続
人
が
相
続
放
棄
し
た

た
め
、
外
国
人
の
行
先
不

明
な
ど
で
あ
る
。
滞
納
整

理
に
つ
い
て
は
、
公
平
公
正

に
行
っ
て
い
く
。
収
入
未
済

の
徴
収
率
は
、
令
和
２
年

度
よ
り
も
上
が
っ
た
。

　
　
地
理
空
間
情
報
活
用

　
　
推
進
事
業
経
費
の
活

用
状
況
は
。

　
　
立
科
町
の
航
空
写
真

　
　
を
撮
影
し
、
最
新
の

ゆ
が
み
の
な
い
画
像
情
報
を

各
課
で
活
用
で
き
て
い
る
。

　
　
消
防
費
の
消
防
団
出

　
　
動
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ

た
か
。

決算特別委員会
９月 13日・14日の２日間、決算特別委員会を開催し、決算認定の審査を行った。

◆
一 

般 

会 

計

●
歳
入

●
歳
出
総

務

課

　
　
学
生
に
よ
る
地
域
課

　
　
題
解
決
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
化
支
援
業
務
と
関
係

人
口
創
出
業
務
の
効
果
は

　
　
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
実
施
後

　
　
の
、
ア
イ
デ
ア
の
事
業

化
と
関
係
人
口
を
つ
く
る

課
題
に
対
し
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
３
か
年
で
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
て
行
う
、
事
業
の
初
年

度
の
取
組
み
。
事
業
化
支

援
業
務
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
行
っ
た
３
事
業
者
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
事
業
整
理
、

事
業
計
画
策
定
な
ど
を

行
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル

Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
を

複
数
回
実
施
し
、
１
事
業

者
で
は
、
結
果
が
出
て
い
る
。

関
係
人
口
創
出
業
務
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
２
回

実
施
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

で
の
交
流
を
行
っ
た
。

　
　

地
域
情
報
通
信
経
費

　
　
の「
避
難
所
等
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
」で

設
置
し
た
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
５
施
設
と
は
ど
こ
か
。

　
　
避
難
所
５
か
所
は
、

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

体
育
セ
ン
タ
ー
、
女
神
湖

体
育
館
、
小
・
中
学
校
の

体
育
館
の
５
箇
所
で
、
加

え
て
役
場
庁
舎
に
も
設
置

し
た
。

　
　
権
現
の
湯
事
業
経
費

　
　
の
修
繕
料
３
７
６
万

円
の
内
訳
は
。

　
　
必
要
箇
所
の
修
繕
で

　
　
あ
り
、
大
き
な
も
の

は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
２
基
１
６

０
万
円
ほ
ど
、
機
械
室
内

の
循
環
ポ
ン
プ
交
換
。

　
　
地
域
交
通
対
策
経
費

　
　
の
「
た
て
し
な
定
額

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
」
の
販

売
実
績
は
。

　
　
２
月
・
３
月
を
合
わ
せ
、

　
　
３
か
月
券
は
販
売
券

数
10
枚
、
使
用
回
数
31
回
、

１
週
間
券
は
販
売
券
数
７

枚
、
使
用
回
数
14
回
で
、

２
か
月
間
の
使
用
回
数
は
、

計
45
回
。
令
和
4
年
度
に

入
って
伸
び
て
い
る
。

　
　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
防

　
　
止
の
た
め
の
留
守
録

音
電
話
機
設
置
状
況
は
。

　
　
本
事
業
は
平
成
30
年

　
　
度
よ
り
実
施
。
令
和

３
年
度
は
１
件
。
累
計
６

件
の
設
置
と
な
って
い
る
。

　
　
社
会
福
祉
費
（
実
績

　
　
報
告
書
よ
り
）
昨
年

度
よ
り
増
額
の
理
由
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ

　
　
禍
で
事
業
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
が
、
３
年
度
は

心
配
事
相
談
・
結
婚
相
談

等
活
動
が
で
き
た
も
の
が

あ
っ
た
た
め
。
し
か
し
、
イ

ベ
ン
ト
の
多
く
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
。

　
　
そ
の
他
事
務
費
の
経

　
　
費
が
多
額
で
あ
る
が

そ
の
内
容
は
。

　
　
保
健
事
業
事
務
費
、

　
　
人
間
ド
ッ
ク
、
電
算

事
務
費
等
で
あ
る
。
多
く

の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
備
考
欄
に
記
載
す
る

よ
う
調
整
す
る
。

　
　
有
害
鳥
獣
駆
除
委
託

　
　
料
に
お
い
て
サ
ル
が

入
っ
て
い
な
い
が
現
在
被
害

が
出
て
い
る
中
、
来
年
度

予
算
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

　
　
承
知
し
て
い
る
。
広

　
　
域
協
議
会
の
今
年
の

予
算
に
サ
ル
檻
の
導
入
を

計
上
し
て
進
め
て
い
る
。

　
　
佐
久
の
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　
閉
鎖
後
畜
産
農
家
の

負
担
は
減
っ
た
の
か
。

　
　
運
賃
の
値
上
げ
に
対

　
　
し
て
現
在
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は

佐
久
広
域
か
ら
３４
万
８
千

円
、
当
町
は
３１
万
２
千
８

４
０
円
。

　
　
指
定
管
理
者
に
対
し

　
　
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
て
い
な
い
年
が
あ
る
が
、

評
価
を
ど
の
よ
う
な
形
で

行
って
い
る
の
か
。

　
　
令
和
３
年
度
の
モ
ニ
タ

　
　
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
早

急
に
実
施
す
る
。
要
望
や

連
絡
の
中
で
施
設
の
老
朽

化
な
ど
言
わ
れ
て
お
り
、

精
査
し
て
い
く
中
で
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
第
二
牧
場
の
使
用
料

　
　
に
つ
い
て
監
査
委
員
か

ら
指
摘
が
あ
っ
た
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
「
使
用
料
の
改
定
を
検

　
　
討
さ
れ
た
い
」
と
指

摘
が
あ
っ
た
。
現
在一日一頭

２
６
０
円
で
、
近
隣
の
牧

場
を
調
査
し
た
が
、
さ
ほ

ど
差
が
な
い
。
値
上
げ
し

て
放
牧
頭
数
が
減
ら
な
い

か
心
配
も
あ
る
。

　
　
ス
キ
ー
場
を
指
定
管

　
　
理
に
し
て
良
か
っ
た
こ

と
は
。

　
　
よ
り
責
任
意
識
が
上

　
　
が
り
、
自
主
事
業
を

色
々
工
夫
し
て
行
う
よ
う
に

なっ
た
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。

　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

　
　
ス
修
繕
１
３
２
万
と
あ

る
が
今
後
使
用
料
を
徴
収

す
る
つ
も
り
か
。

　
　
あ
く
ま
で
も
修
繕
な

　
　
の
で
現
状
に
戻
す
た
め

の
も
の
。

　
　
条
例
で
は
使
用
料
を

　
　
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
違
反
で
は
な
い
の

か
。
　
　
観
光
施
設
条
例
の
中

　
　
で
「
町
長
が
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
は
使

用
料
を
減
額
し
、
又
は
免

除
す
る
事
が
で
き
る
」
と
あ

り
、
こ
れ
を
適
用
し
て
い
る
。

 

　
　
令
和
３
年
度
は
特
に

　
　
大
き
な
災
害
も
無
か
っ

た
。
年
々
退
職
団
員
数
に

新
入
団
員
数
が
追
い
付
い

て
い
な
い
。
処
遇
改
善
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
検
討

し
て
い
く
。

　
　
消
防
団
の
運
用
面
の

　
　
改
善
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
実
績
の
報
告
を
受
け

　
　
て
、
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
の
で
、
団

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

行
って
い
く
。

　
　
災
害
が
全
く
無
か
っ

　
　
た
ら
ど
う
な
る
か
。

　
　
出
動
手
当
だ
け
が
減

　
　
少
す
る
。
退
職
報
償

掛
金
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
防
災
関
係
経
費
、
委

　
　
託
料
の
説
明
と
効
果

は
。
　
　
国
土
強
靭
化
地
域
計

　
　
画
策
定
と
地
域
防
災

計
画
の
修
正
な
ど
の
業
務

委
託
料
で
あ
る
。
計
画
策

定
は
、
大
規
模
災
害
時
の

被
害
の
縮
小
計
画
な
ど
目

的
が
あ
る
が
、
策
定
す
る

こ
と
で
交
付
金
や
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
　
消
防
団
協
力
事
業
所

　
　
と
夜
間
の
照
明
は
。

　
　
登
録
事
業
所
は
活
動

　
　
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。夜
間
照
明
は
、バ
ル
ー

ン
投
光
器
を
昨
年
整
備
し
、

３
台
あ
る
。
各
分
団
に
は

配
備
で
き
な
い
が
、
貸
出

し
は
い
つ
で
も
で
き
る
。

　
　
　
　
公
債
費
の
説
明
を
。

　
　
令
和
３
年
度
の
借
り

　
　
入
れ
の
償
還
は
ま
だ

始
ま
っ
て
い
な
い
。
３
年
度

か
ら
償
還
が
始
ま
っ
た
の
は
、

平
成
２９
年
の
小
学
校
体
育

館
天
井
改
修
、
平
成
３０
年

事
業
の
第
２
牧
場
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　
公
債
費
の
不
用
額
の

　
　
内
容
は
。

　
　
償
還
額
が
確
定
し
た

　
　
こ
と
に
よ
る
不
用
額
で

あ
る
。
銀
行
か
ら
の
借
り

入
れ
に
つ
い
て
は
利
率
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
。
予
測
が

で
き
な
い
た
め
当
初
予
算
は

多
く
し
て
い
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
の
費
用
は
令
和
２
年

と
比
較
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
移
行
す
る
際
に
調
整

　
　
し
た
。
比
較
す
る
と
、

費
用
は
増
加
し
た
。
人
数

は
２
名
減
で
あ
る
。

答答 問

答答 問答 問答 問

問問

答答答答 問問問問
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不
納
欠
損
と
収
入
未

　
　
済
の
内
容
は
。

　
　
不
納
欠
損
は
１
０
７

　
　
件
、
18
名
。
令
和
２

年
度
と
比
較
し
て
多
く
な
っ

て
い
る
。
理
由
は
、
法
人
は

５
法
人
で
破
産
や
精
算
に

よ
る
登
記
簿
閉
鎖
、
個
人

は
長
期
滞
納
者
が
死
亡
し

相
続
人
が
相
続
放
棄
し
た

た
め
、
外
国
人
の
行
先
不

明
な
ど
で
あ
る
。
滞
納
整

理
に
つ
い
て
は
、
公
平
公
正

に
行
っ
て
い
く
。
収
入
未
済

の
徴
収
率
は
、
令
和
２
年

度
よ
り
も
上
が
っ
た
。

　
　
地
理
空
間
情
報
活
用

　
　
推
進
事
業
経
費
の
活

用
状
況
は
。

　
　
立
科
町
の
航
空
写
真

　
　
を
撮
影
し
、
最
新
の

ゆ
が
み
の
な
い
画
像
情
報
を

各
課
で
活
用
で
き
て
い
る
。

　
　
消
防
費
の
消
防
団
出

　
　
動
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ

た
か
。

　
　
学
生
に
よ
る
地
域
課

　
　
題
解
決
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
化
支
援
業
務
と
関
係

人
口
創
出
業
務
の
効
果
は

　
　
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
実
施
後

　
　
の
、
ア
イ
デ
ア
の
事
業

化
と
関
係
人
口
を
つ
く
る

課
題
に
対
し
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
３
か
年
で
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
て
行
う
、
事
業
の
初
年

度
の
取
組
み
。
事
業
化
支

援
業
務
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
行
っ
た
３
事
業
者
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
事
業
整
理
、

事
業
計
画
策
定
な
ど
を

行
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル

Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
を

複
数
回
実
施
し
、
１
事
業

者
で
は
、
結
果
が
出
て
い
る
。

関
係
人
口
創
出
業
務
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
２
回

実
施
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

で
の
交
流
を
行
っ
た
。

　
　

地
域
情
報
通
信
経
費

　
　
の「
避
難
所
等
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
」で

設
置
し
た
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
５
施
設
と
は
ど
こ
か
。

　
　
避
難
所
５
か
所
は
、

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

体
育
セ
ン
タ
ー
、
女
神
湖

体
育
館
、
小
・
中
学
校
の

体
育
館
の
５
箇
所
で
、
加

え
て
役
場
庁
舎
に
も
設
置

し
た
。

　
　
権
現
の
湯
事
業
経
費

　
　
の
修
繕
料
３
７
６
万

円
の
内
訳
は
。

　
　
必
要
箇
所
の
修
繕
で

　
　
あ
り
、
大
き
な
も
の

は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
２
基
１
６

０
万
円
ほ
ど
、
機
械
室
内

の
循
環
ポ
ン
プ
交
換
。

　
　
地
域
交
通
対
策
経
費

　
　
の
「
た
て
し
な
定
額

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
」
の
販

売
実
績
は
。

　
　
２
月
・
３
月
を
合
わ
せ
、

　
　
３
か
月
券
は
販
売
券

数
10
枚
、
使
用
回
数
31
回
、

１
週
間
券
は
販
売
券
数
７

枚
、
使
用
回
数
14
回
で
、

２
か
月
間
の
使
用
回
数
は
、

計
45
回
。
令
和
4
年
度
に

入
って
伸
び
て
い
る
。

　
　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
防

　
　
止
の
た
め
の
留
守
録

音
電
話
機
設
置
状
況
は
。

　
　
本
事
業
は
平
成
30
年

　
　
度
よ
り
実
施
。
令
和

３
年
度
は
１
件
。
累
計
６

件
の
設
置
と
な
って
い
る
。

　
　
社
会
福
祉
費
（
実
績

　
　
報
告
書
よ
り
）
昨
年

度
よ
り
増
額
の
理
由
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ

　
　
禍
で
事
業
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
が
、
３
年
度
は

心
配
事
相
談
・
結
婚
相
談

等
活
動
が
で
き
た
も
の
が

あ
っ
た
た
め
。
し
か
し
、
イ

ベ
ン
ト
の
多
く
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
。

　
　
そ
の
他
事
務
費
の
経

　
　
費
が
多
額
で
あ
る
が

そ
の
内
容
は
。

　
　
保
健
事
業
事
務
費
、

　
　
人
間
ド
ッ
ク
、
電
算

事
務
費
等
で
あ
る
。
多
く

の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
備
考
欄
に
記
載
す
る

よ
う
調
整
す
る
。

　
　
有
害
鳥
獣
駆
除
委
託

　
　
料
に
お
い
て
サ
ル
が

入
っ
て
い
な
い
が
現
在
被
害

が
出
て
い
る
中
、
来
年
度

予
算
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

　
　
承
知
し
て
い
る
。
広

　
　
域
協
議
会
の
今
年
の

予
算
に
サ
ル
檻
の
導
入
を

計
上
し
て
進
め
て
い
る
。

　
　
佐
久
の
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　
閉
鎖
後
畜
産
農
家
の

負
担
は
減
っ
た
の
か
。

　
　
運
賃
の
値
上
げ
に
対

　
　
し
て
現
在
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は

佐
久
広
域
か
ら
３４
万
８
千

円
、
当
町
は
３１
万
２
千
８

４
０
円
。

　
　
指
定
管
理
者
に
対
し

　
　
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
て
い
な
い
年
が
あ
る
が
、

評
価
を
ど
の
よ
う
な
形
で

行
って
い
る
の
か
。

　
　
令
和
３
年
度
の
モ
ニ
タ

　
　
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
早

急
に
実
施
す
る
。
要
望
や

連
絡
の
中
で
施
設
の
老
朽

化
な
ど
言
わ
れ
て
お
り
、

精
査
し
て
い
く
中
で
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
第
二
牧
場
の
使
用
料

　
　
に
つ
い
て
監
査
委
員
か

ら
指
摘
が
あ
っ
た
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
「
使
用
料
の
改
定
を
検

　
　
討
さ
れ
た
い
」
と
指

摘
が
あ
っ
た
。
現
在一日一頭

２
６
０
円
で
、
近
隣
の
牧

場
を
調
査
し
た
が
、
さ
ほ

ど
差
が
な
い
。
値
上
げ
し

て
放
牧
頭
数
が
減
ら
な
い

か
心
配
も
あ
る
。

　
　
ス
キ
ー
場
を
指
定
管

　
　
理
に
し
て
良
か
っ
た
こ

と
は
。

　
　
よ
り
責
任
意
識
が
上

　
　
が
り
、
自
主
事
業
を

色
々
工
夫
し
て
行
う
よ
う
に

なっ
た
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。

　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

　
　
ス
修
繕
１
３
２
万
と
あ

る
が
今
後
使
用
料
を
徴
収

す
る
つ
も
り
か
。

　
　
あ
く
ま
で
も
修
繕
な

　
　
の
で
現
状
に
戻
す
た
め

の
も
の
。

　
　
条
例
で
は
使
用
料
を

　
　
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
違
反
で
は
な
い
の

か
。
　
　
観
光
施
設
条
例
の
中

　
　
で
「
町
長
が
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
は
使

用
料
を
減
額
し
、
又
は
免

除
す
る
事
が
で
き
る
」
と
あ

り
、
こ
れ
を
適
用
し
て
い
る
。

 

　
　
令
和
３
年
度
は
特
に

　
　
大
き
な
災
害
も
無
か
っ

た
。
年
々
退
職
団
員
数
に

新
入
団
員
数
が
追
い
付
い

て
い
な
い
。
処
遇
改
善
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
検
討

し
て
い
く
。

　
　
消
防
団
の
運
用
面
の

　
　
改
善
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
実
績
の
報
告
を
受
け

　
　
て
、
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
の
で
、
団

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

行
って
い
く
。

　
　
災
害
が
全
く
無
か
っ

　
　
た
ら
ど
う
な
る
か
。

　
　
出
動
手
当
だ
け
が
減

　
　
少
す
る
。
退
職
報
償

掛
金
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
防
災
関
係
経
費
、
委

　
　
託
料
の
説
明
と
効
果

は
。
　
　
国
土
強
靭
化
地
域
計

　
　
画
策
定
と
地
域
防
災

計
画
の
修
正
な
ど
の
業
務

委
託
料
で
あ
る
。
計
画
策

定
は
、
大
規
模
災
害
時
の

被
害
の
縮
小
計
画
な
ど
目

的
が
あ
る
が
、
策
定
す
る

こ
と
で
交
付
金
や
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
　
消
防
団
協
力
事
業
所

　
　
と
夜
間
の
照
明
は
。

　
　
登
録
事
業
所
は
活
動

　
　
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。夜
間
照
明
は
、バ
ル
ー

ン
投
光
器
を
昨
年
整
備
し
、

３
台
あ
る
。
各
分
団
に
は

配
備
で
き
な
い
が
、
貸
出

し
は
い
つ
で
も
で
き
る
。

　
　
　
　
公
債
費
の
説
明
を
。

　
　
令
和
３
年
度
の
借
り

　
　
入
れ
の
償
還
は
ま
だ

始
ま
っ
て
い
な
い
。
３
年
度

か
ら
償
還
が
始
ま
っ
た
の
は
、

平
成
２９
年
の
小
学
校
体
育

館
天
井
改
修
、
平
成
３０
年

事
業
の
第
２
牧
場
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　
公
債
費
の
不
用
額
の

　
　
内
容
は
。

　
　
償
還
額
が
確
定
し
た

　
　
こ
と
に
よ
る
不
用
額
で

あ
る
。
銀
行
か
ら
の
借
り

入
れ
に
つ
い
て
は
利
率
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
。
予
測
が

で
き
な
い
た
め
当
初
予
算
は

多
く
し
て
い
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
の
費
用
は
令
和
２
年

と
比
較
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
移
行
す
る
際
に
調
整

　
　
し
た
。
比
較
す
る
と
、

費
用
は
増
加
し
た
。
人
数

は
２
名
減
で
あ
る
。

答 答 問問

答

答答 答

答答答

答答

答答答

問問

問問

問

問問問

問問

問問

企

画

課

町

民

課

産
業
振
興
課

大
雨
の
た
び
に
洗
掘
さ
れ
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
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大
型
生
ご
み
処
理
機

　
　
を
保
育
園
に
設
置
し

た
が
、
そ
の
減
量
効
果
は

ど
れ
ほ
ど
か
。

　
　
保
育
園
は
令
和
３
年

　
　
８
月
に
処
理
機
を
設

置
。
休
園
休
校
も
あ
っ
た

が
お
お
む
ね
月
に
３
０
０
㎏

程
度
の
減
量
、
環
境
負
荷

の
軽
減
が
で
き
た
。

　
　
C
O
2
の
削
減
量
は

　
　
一ト
ン
当
た
り
７
５
０

　
　
㎏
が
削
減
で
き
た
と

推
定
し
て
い
る
。

　
　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

　
　
は
10
件
の
利
用
が
あ
っ

た
が
、
事
業
系
の
生
ご
み
処

理
機
の
導
入
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
補
助
率
な
ど
何
か
反
省

す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
な
ど
も
あ
り
、

　
　
導
入
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

補
助
率
３
分
の
１
、
リ
ー
ス

の
対
応
も
あ
り
、
上
限
３

０
０
万
円
な
の
で
、
今
後

検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
保
育
園
・
蓼
科
地
区

　
　
の
ご
み
減
量
の
実
績

効
果
を
踏
ま
え
、
各
地
区

集
積
所
への
生
ご
み
処
理
機

導
入
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど

う
か
。

　
　
継
続
的
な
管
理
、
電

　
　
気
・
水
道
料
な
ど
も

か
か
る
の
で
管
理
が
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト

な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
る
。

　
　
地
下
水
保
全
事
業
経

　
　
費
、
具
体
的
に
は
何

を
し
た
の
か
。

　
　
佐
久
地
域
11
自
治
体

　
　
で
水
循
環
計
画
の
冊

子
を
作
っ
た
。
地
下
水
保

全
条
例
・
井
戸
の
管
理
・

水
辺
教
室
な
ど
で
の
交
流

を
図
って
い
る
。

　
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整

　
　
備
は
視
覚
的
に
効
果

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
か
。

　
　
小
学
校
の
P
T
A
・

　
　
学
校
等
が
通
学
路
点

検
で
要
望
が
あ
る
。
伊
勢

宮
線
（
も
み
の
木
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
か
ら
中
学
校
ま

で
）
も
そ
の
要
望
に
基
づ
き

実
施
。

　
　
町
営
住
宅
維
持
管
理

　
　
で
、
使
用
料
に
つ
い
て

滞
納
繰
越
が
１
０
０
万
円

あ
る
が
、
軽
減
制
度
の
対

応
は
あ
っ
た
か
。
コ
ロ
ナ
で

国
保
な
ど
は
減
免
が
あ
っ
た

が
軽
減
制
度
は
設
け
な
い
か
。

　
　
軽
減
は
し
て
い
な
い
。

　
　
滞
納
に
つ
い
て
は
現
年

度
分
、
過
年
度
分
長
期
の

滞
納
者
に
も
電
話
な
ど
で

連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
３
年

度
に
つ
い
て
は
、
相
談
が
な

か
っ
た
。

　
　
橋
梁
点
検
業
務
委
託

　
　
料
だ
が
、「
こ
こ
は
危

な
い
」
と
い
う
指
摘
は
な

か
っ
た
か
。

　
　
令
和
３
年
度
に
は
22

　
　
橋
、
２
年
度
は
44
橋

点
検
調
査
し
た
。
令
和
３

年
度
調
査
で
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
改
修
を
要
す
る

３
判
定
の
橋
が
１
橋
あ
っ
た
。

令
和
２
年
度
調
査
の
16
橋

と
合
わ
せ
17
橋
と
な
る
。

令
和
７
･
８
年
度
ま
で
に

計
画
的
に
修
繕
し
た
い
。

長
寿
命
化
修
繕
計
画
改
定

業
務
委
託
料
が
そ
れ
に
あ

た
る
。

　
　
剰
余
金
の
積
み
立
て

　
　
の
規
定
は
あ
る
か
。

　
　
Ｈ
24
年
ま
で
は
規
定

　
　
が
あ
っ
た
が
な
く
な
っ

た
。
今
後
を
見
込
み
建
設

改
良
積
立
金
への
積
立
て
と

し
た
。

　
　
今
後
下
水
道
の
管
な

　
　
ど
が
古
く
な
る
た
め
、

建
設
改
良
積
立
金
の
方
に

た
く
さ
ん
積
ま
な
く
て
よ
い

の
か
。

　
　
令
和
３
年
度
か
ら
始

　
　
ま
っ
た
会
計
の
た
め
、

利
益
積
立
金
へ
の
積
み
立
て

と
し
た
。

　
　
保
育
所
費
の
保
育
委

　
　
託
費
で
、
茅
野
市
北

山
１
人
６１
万
円
、
東
御
市

海
野
で
１
人
２
４
７
万
円

と
金
額
が
大
き
く
違
う
が

な
ぜ
か
。

　
　
公
定
価
格
（
地
域
・

　
　
預
か
る
人
数
・
保
育

士
の
数
・
施
設
内
容
等
）

に
よ
り
違
い
が
出
る
。
ま
た
、

園
児
の
年
齢
や
預
か
る
期

間
の
違
い
に
も
よ
る
。
茅
野

市
は
４
歳
児
、
東
御
市
は

０
歳
児
だ
っ
た
。　
　
　

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
の
増
員
に
つ
い
て

　
　
計
画
外
の
未
満
児
が

　
　
入
所
し
た
の
で
、
保

育
士
を
２
人
増
や
し
た
。

今
年
は
産
休
、
育
休
職
員

の
増
加
で
、
更
に
２
名
増
や

し
た
。

　
　
使
用
料
７２
万
円
は
、
保

　
　
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

使
用
料
と
思
う
が
、
運
用

は
順
調
か
。

　
　
園
児
管
理
・
登
降
園

　
　
管
理
・
園
の
連
絡
等

有
効
に
順
調
に
使
用
し
て
い

る
。

　
　
土
地
借
上
料
６７
万
円

　
　
を
毎
年
支
払
っ
て
い
る

が
、
買
上
げ
を
検
討
し
て
は
。

　
　
保
育
園
で
は
回
答
で

　
　
き
な
い
が
、
令
和
５

年
度
に
契
約
更
新
の
年
と

な
る
。
理
事
者
と
地
権
者

の
問
題
と
思
う
。

　
　
業
務
委
託
経
費
の
教

　
　
職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
４
万
９
千
円
で
、
問
題
を

指
摘
さ
れ
た
先
生
は
い
た
か
。

　
　

４１
名
の
教
職
員
で
、

　
　
問
題
が
有
る
先
生
は

い
な
か
っ
た
。

　
　
要
保
護
児
童
は
何
人

　
　
か
。準
要
保
護
児
童
は
、

小
学
校
１５
人
で
何
％
か
。

　
　
要
保
護
児
童
は
い
な

　
　
い
。
小
学
校
で
は
５
．

４
％
。
学
校
か
ら
は
、
就

学
支
援
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
や
声

掛
け
を
行
って
い
る
。

　
　
中
学
校
管
理
費
、
教

　
　
材
備
品
、
大
型
フ
ァ

ン
４
台
の
使
用
目
的
は
。

　
　
体
育
館
の
中
が
暑
い

　
　
の
で
、
熱
中
症
と
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
、
学
校
か

ら
の
要
望
で
購
入
し
た
。

　
　
教
育
施
設
災
害
復
旧

　
　
費
で
権
現
山
キ
ャ
ン
プ

場
の
工
事
を
２
４
５
万
円
で

行
っ
た
が
、
２
度
目
の
復
旧

工
事
で
あ
り
、
現
状
復
旧

で
な
く
何
か
改
善
を
し
た
の

か
。
　
　
法
面
土
手
の
中
に
木

　
　
柵
を
入
れ
、
上
層
部

に
暗
き
ょ
を
設
置
し
た
。
完

全
で
は
な
い
が
、一
定
の
土

留
め
効
果
は
で
る
と
思
う
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
国
民
健
康
保
険
に
つ

　
　
い
て
、
加
入
者
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
の
現

状
の
把
握
及
び
保
険
料
軽

減
の
判
断
に
つ
い
て
町
民
課

で
取
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
世
帯
の
状
況
把
握
に

　
　
つ
い
て
は
税
務
係
と
連

携
し
、
考
慮
し
て
い
る
。
短

期
保
険
証
は
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
や
む
な
く

発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
高
額
療
養
費
が
増
加

　
　
し
て
い
る
原
因
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
新
型

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
受
診
控
え
が
見
ら
れ
た

が
、
受
診
が
回
復
し
て
き

た
事
と
、
長
期
入
院
者
数

の
増
加
や
高
額
医
療
と
な

る
ケ
ー
ス
の
増
加
が
原
因
と

み
ら
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
保
険
証
は
全
員
に
行

　
　
き
渡
って
い
る
か
。

　
　
短
期
保
険
証
は
発
行

　
　
し
て
い
な
い
。
該
当

者
全
員
に
行
き
渡
って
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
　
給
付
費
が
減
っ
て
い
る

理
由
は
。

　
　
要
介
護
３
以
上
の
方

　
　
が
減
って
い
る
こ
と
。

特
別
養
護
老
人
施
設
、
養

護
老
人
施
設
と
介
護
療
養

型
保
健
施
設
入
所
者
が

減
って
い
る
た
め
で
あ
る
。

索
道
事
業
特
別
会
計

　
　
営
業
収
益
に
対
す
る一

　
　
定
割
合
を
町
と
協
議

し
、
納
付
し
て
も
ら
う
と

あ
る
が
令
和
３
年
度
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
令
和
３
年
度
に
つ
い
て

　
　
は
黒
字
に
な
っ
て
い
る

が
令
和
２
年
度
の
赤
字
を

補
填
す
る
ほ
ど
に
は
至
っ
て

な
い
状
況
な
の
で
、
と
て
も

納
付
し
て
も
ら
う
状
況
で

は
な
い
。

　
　
利
益
が
出
た
分
に
対

　
　
し
て
は
も
ら
う
べ
き
で

は
。
　
　
協
議
の
う
え

　
　
で
総
合
的
に

判
断
を
し
た
。

　
　
町
が
や
っ
て
い

　
　
た
場
合
と
比

較
し
て
ど
う
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
検
証
は
。

　
　
一番
は
施
設
整
備
に
辺

　
　
地
対
策
債
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
行
って
い
る
。

ま
た
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
元
に
誘
客
を
図
る

と
と
も
に
、
積
極
的
に
営

業
に
回
る
な
ど
前
に
出
て

行
って
い
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
効
果
は

　
　
現
在
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を

　
　
導
入
し
て
い
る
の
は
立

科
町
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
エ
リ
ア
全
体
で
連
携

を
と
って
い
け
れ
ば
と
思
う
。

今
は
両
ス
キ
ー
場
の
デ
ー
タ

し
か
な
い
が
、
い
ち
早
く

デ
ー
タ
を
使
い
お
客
様
の
囲

い
込
み
に
活
用
し
て
い
る
。

住
宅
改
修
資
金
特
別
会
計

　
　
こ
れ
で
会
計
は
閉
鎖

　
　
と
な
る
が
、
債
務
者

は
何
人
残
っ
て
い
る
か
。
今

後
の
徴
収
業
務
は
ど
こ
で

担
当
す
る
か
。

　
　
残
り
１
８
１
７
万
円

　
　
が
未
回
収
で
６
名
分
。

今
後
は
建
設
係
で
担
当
す
る
。

水
道
事
業
会
計

　
　
給
水
人
口
は
減
、
配

　
　
水
量
は
増
え
た
が
有

収
水
量
が
減
っ
た
、
と
い
う

説
明
が
わ
か
ら
な
い
が
。

　
　
配
水
池
か
ら
の
配
水

　
　
は
増
え
て
い
る
が
実
際

の
収
入
に
な
る
量
が
減
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
漏
水

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
。

　
　
県
か
ら
漏
水
探
知
機

　
　
を
借
り
て
調
査
し
た

と
思
う
が
、
そ
の
効
果
は

ど
う
か
。

　
　
エ
リ
ア
の
絞
り
込
み
は

　
　
で
き
る
が
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
は
分
か
ら
な
い
。

　
　
東
御
市
（
八
重
原
簡

　
　
易
水
道
）
へ
の
分
水

料
改
定
の
検
討
は
ど
う
な
っ

た
か
。

　
　
検
討
は
し
て
い
な
い
。

　
　
令
和
２
年
度
か
ら
八

重
原
へ
の
分
水
量
は
減
っ
て

い
る
。

　
　
新
し
い
自
動
検
針
シ

　
　
ス
テ
ム
の
使
い
勝
手
は

ど
う
か
。

　
　
１
日
で
デ
ー
タ
が
取

　
　
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
　
　
利
率
の
高
い
企
業
債

　
　
が
あ
る
が
、
繰
上
償

還
は
で
き
な
い
の
か
。
過
疎

債
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
か
。

　
　
繰
上
償
還
し
て
も
総

　
　
返
済
額
は
減
ら
な
い
。

ま
た
過
疎
債
は
充
て
ら
れ

な
い
。

下
水
道
事
業
会
計

　
　
企
業
会
計
と
な
っ
た
が
、

　
　
上
下
水
道
を一つ
の
企

業
会
計
に
す
る
と
い
う
議

論
は
始
め
た
か
。

　
　
令
和
３
年
度
に
企
業

　
　
会
計
に
な
っ
た
ば
か
り

で
移
行
が
大
変
だ
っ
た
。
そ

こ
ま
で
の
検
討
は
で
き
て
い

な
い
。

　
　
処
理
人
口
が
減
っ
て
い

　
　
る
が
、
有
収
水
量
は

増
え
て
い
る
の
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

　
　
白
樺
湖
周
辺
で
の
利

　
　
用
が
増
え
て
い
る
。

観
光
客
な
ど
が
増
え
て
い
る

と
考
え
る
。

答答答 問

問問

問問問

答

問問

問

問問

答答問答

答答

答答

建
設
環
境
課

教
育
委
員
会

問問問 答答答

グリーンベルト

保育業務支援システム『コドモン』

問答答 水
道
事
業
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
２
３
４
２
万
６
千
円

下
水
道
事
業
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分

　
１
７
６
３
万
５
千
円
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大
型
生
ご
み
処
理
機

　
　
を
保
育
園
に
設
置
し

た
が
、
そ
の
減
量
効
果
は

ど
れ
ほ
ど
か
。

　
　
保
育
園
は
令
和
３
年

　
　
８
月
に
処
理
機
を
設

置
。
休
園
休
校
も
あ
っ
た

が
お
お
む
ね
月
に
３
０
０
㎏

程
度
の
減
量
、
環
境
負
荷

の
軽
減
が
で
き
た
。

　
　
C
O
2
の
削
減
量
は

　
　
一ト
ン
当
た
り
７
５
０

　
　
㎏
が
削
減
で
き
た
と

推
定
し
て
い
る
。

　
　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

　
　
は
10
件
の
利
用
が
あ
っ

た
が
、
事
業
系
の
生
ご
み
処

理
機
の
導
入
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
補
助
率
な
ど
何
か
反
省

す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
な
ど
も
あ
り
、

　
　
導
入
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

補
助
率
３
分
の
１
、
リ
ー
ス

の
対
応
も
あ
り
、
上
限
３

０
０
万
円
な
の
で
、
今
後

検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
保
育
園
・
蓼
科
地
区

　
　
の
ご
み
減
量
の
実
績

効
果
を
踏
ま
え
、
各
地
区

集
積
所
への
生
ご
み
処
理
機

導
入
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど

う
か
。

　
　
継
続
的
な
管
理
、
電

　
　
気
・
水
道
料
な
ど
も

か
か
る
の
で
管
理
が
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト

な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
る
。

　
　
地
下
水
保
全
事
業
経

　
　
費
、
具
体
的
に
は
何

を
し
た
の
か
。

　
　
佐
久
地
域
11
自
治
体

　
　
で
水
循
環
計
画
の
冊

子
を
作
っ
た
。
地
下
水
保

全
条
例
・
井
戸
の
管
理
・

水
辺
教
室
な
ど
で
の
交
流

を
図
って
い
る
。

　
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整

　
　
備
は
視
覚
的
に
効
果

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
か
。

　
　
小
学
校
の
P
T
A
・

　
　
学
校
等
が
通
学
路
点

検
で
要
望
が
あ
る
。
伊
勢

宮
線
（
も
み
の
木
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
か
ら
中
学
校
ま

で
）
も
そ
の
要
望
に
基
づ
き

実
施
。

　
　
町
営
住
宅
維
持
管
理

　
　
で
、
使
用
料
に
つ
い
て

滞
納
繰
越
が
１
０
０
万
円

あ
る
が
、
軽
減
制
度
の
対

応
は
あ
っ
た
か
。
コ
ロ
ナ
で

国
保
な
ど
は
減
免
が
あ
っ
た

が
軽
減
制
度
は
設
け
な
い
か
。

　
　
軽
減
は
し
て
い
な
い
。

　
　
滞
納
に
つ
い
て
は
現
年

度
分
、
過
年
度
分
長
期
の

滞
納
者
に
も
電
話
な
ど
で

連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
３
年

度
に
つ
い
て
は
、
相
談
が
な

か
っ
た
。

　
　
橋
梁
点
検
業
務
委
託

　
　
料
だ
が
、「
こ
こ
は
危

な
い
」
と
い
う
指
摘
は
な

か
っ
た
か
。

　
　
令
和
３
年
度
に
は
22

　
　
橋
、
２
年
度
は
44
橋

点
検
調
査
し
た
。
令
和
３

年
度
調
査
で
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
改
修
を
要
す
る

３
判
定
の
橋
が
１
橋
あ
っ
た
。

令
和
２
年
度
調
査
の
16
橋

と
合
わ
せ
17
橋
と
な
る
。

令
和
７
･
８
年
度
ま
で
に

計
画
的
に
修
繕
し
た
い
。

長
寿
命
化
修
繕
計
画
改
定

業
務
委
託
料
が
そ
れ
に
あ

た
る
。

　
　
剰
余
金
の
積
み
立
て

　
　
の
規
定
は
あ
る
か
。

　
　
Ｈ
24
年
ま
で
は
規
定

　
　
が
あ
っ
た
が
な
く
な
っ

た
。
今
後
を
見
込
み
建
設

改
良
積
立
金
への
積
立
て
と

し
た
。

　
　
今
後
下
水
道
の
管
な

　
　
ど
が
古
く
な
る
た
め
、

建
設
改
良
積
立
金
の
方
に

た
く
さ
ん
積
ま
な
く
て
よ
い

の
か
。

　
　
令
和
３
年
度
か
ら
始

　
　
ま
っ
た
会
計
の
た
め
、

利
益
積
立
金
へ
の
積
み
立
て

と
し
た
。

　
　
保
育
所
費
の
保
育
委

　
　
託
費
で
、
茅
野
市
北

山
１
人
６１
万
円
、
東
御
市

海
野
で
１
人
２
４
７
万
円

と
金
額
が
大
き
く
違
う
が

な
ぜ
か
。

　
　
公
定
価
格
（
地
域
・

　
　
預
か
る
人
数
・
保
育

士
の
数
・
施
設
内
容
等
）

に
よ
り
違
い
が
出
る
。
ま
た
、

園
児
の
年
齢
や
預
か
る
期

間
の
違
い
に
も
よ
る
。
茅
野

市
は
４
歳
児
、
東
御
市
は

０
歳
児
だ
っ
た
。　
　
　

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
の
増
員
に
つ
い
て

　
　
計
画
外
の
未
満
児
が

　
　
入
所
し
た
の
で
、
保

育
士
を
２
人
増
や
し
た
。

今
年
は
産
休
、
育
休
職
員

の
増
加
で
、
更
に
２
名
増
や

し
た
。

　
　
使
用
料
７２
万
円
は
、
保

　
　
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

使
用
料
と
思
う
が
、
運
用

は
順
調
か
。

　
　
園
児
管
理
・
登
降
園

　
　
管
理
・
園
の
連
絡
等

有
効
に
順
調
に
使
用
し
て
い

る
。

　
　
土
地
借
上
料
６７
万
円

　
　
を
毎
年
支
払
っ
て
い
る

が
、
買
上
げ
を
検
討
し
て
は
。

　
　
保
育
園
で
は
回
答
で

　
　
き
な
い
が
、
令
和
５

年
度
に
契
約
更
新
の
年
と

な
る
。
理
事
者
と
地
権
者

の
問
題
と
思
う
。

　
　
業
務
委
託
経
費
の
教

　
　
職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
４
万
９
千
円
で
、
問
題
を

指
摘
さ
れ
た
先
生
は
い
た
か
。

　
　

４１
名
の
教
職
員
で
、

　
　
問
題
が
有
る
先
生
は

い
な
か
っ
た
。

　
　
要
保
護
児
童
は
何
人

　
　
か
。準
要
保
護
児
童
は
、

小
学
校
１５
人
で
何
％
か
。

　
　
要
保
護
児
童
は
い
な

　
　
い
。
小
学
校
で
は
５
．

４
％
。
学
校
か
ら
は
、
就

学
支
援
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
や
声

掛
け
を
行
って
い
る
。

　
　
中
学
校
管
理
費
、
教

　
　
材
備
品
、
大
型
フ
ァ

ン
４
台
の
使
用
目
的
は
。

　
　
体
育
館
の
中
が
暑
い

　
　
の
で
、
熱
中
症
と
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
、
学
校
か

ら
の
要
望
で
購
入
し
た
。

　
　
教
育
施
設
災
害
復
旧

　
　
費
で
権
現
山
キ
ャ
ン
プ

場
の
工
事
を
２
４
５
万
円
で

行
っ
た
が
、
２
度
目
の
復
旧

工
事
で
あ
り
、
現
状
復
旧

で
な
く
何
か
改
善
を
し
た
の

か
。
　
　
法
面
土
手
の
中
に
木

　
　
柵
を
入
れ
、
上
層
部

に
暗
き
ょ
を
設
置
し
た
。
完

全
で
は
な
い
が
、一
定
の
土

留
め
効
果
は
で
る
と
思
う
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
国
民
健
康
保
険
に
つ

　
　
い
て
、
加
入
者
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
の
現

状
の
把
握
及
び
保
険
料
軽

減
の
判
断
に
つ
い
て
町
民
課

で
取
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
世
帯
の
状
況
把
握
に

　
　
つ
い
て
は
税
務
係
と
連

携
し
、
考
慮
し
て
い
る
。
短

期
保
険
証
は
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
や
む
な
く

発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
高
額
療
養
費
が
増
加

　
　
し
て
い
る
原
因
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
新
型

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
受
診
控
え
が
見
ら
れ
た

が
、
受
診
が
回
復
し
て
き

た
事
と
、
長
期
入
院
者
数

の
増
加
や
高
額
医
療
と
な

る
ケ
ー
ス
の
増
加
が
原
因
と

み
ら
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
保
険
証
は
全
員
に
行

　
　
き
渡
って
い
る
か
。

　
　
短
期
保
険
証
は
発
行

　
　
し
て
い
な
い
。
該
当

者
全
員
に
行
き
渡
って
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
　
給
付
費
が
減
っ
て
い
る

理
由
は
。

　
　
要
介
護
３
以
上
の
方

　
　
が
減
って
い
る
こ
と
。

特
別
養
護
老
人
施
設
、
養

護
老
人
施
設
と
介
護
療
養

型
保
健
施
設
入
所
者
が

減
って
い
る
た
め
で
あ
る
。

索
道
事
業
特
別
会
計

　
　
営
業
収
益
に
対
す
る一

　
　
定
割
合
を
町
と
協
議

し
、
納
付
し
て
も
ら
う
と

あ
る
が
令
和
３
年
度
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
令
和
３
年
度
に
つ
い
て

　
　
は
黒
字
に
な
っ
て
い
る

が
令
和
２
年
度
の
赤
字
を

補
填
す
る
ほ
ど
に
は
至
っ
て

な
い
状
況
な
の
で
、
と
て
も

納
付
し
て
も
ら
う
状
況
で

は
な
い
。

　
　
利
益
が
出
た
分
に
対

　
　
し
て
は
も
ら
う
べ
き
で

は
。
　
　
協
議
の
う
え

　
　
で
総
合
的
に

判
断
を
し
た
。

　
　
町
が
や
っ
て
い

　
　
た
場
合
と
比

較
し
て
ど
う
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
検
証
は
。

　
　
一番
は
施
設
整
備
に
辺

　
　
地
対
策
債
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
行
って
い
る
。

ま
た
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
元
に
誘
客
を
図
る

と
と
も
に
、
積
極
的
に
営

業
に
回
る
な
ど
前
に
出
て

行
って
い
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
効
果
は

　
　
現
在
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を

　
　
導
入
し
て
い
る
の
は
立

科
町
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
エ
リ
ア
全
体
で
連
携

を
と
って
い
け
れ
ば
と
思
う
。

今
は
両
ス
キ
ー
場
の
デ
ー
タ

し
か
な
い
が
、
い
ち
早
く

デ
ー
タ
を
使
い
お
客
様
の
囲

い
込
み
に
活
用
し
て
い
る
。

住
宅
改
修
資
金
特
別
会
計

　
　
こ
れ
で
会
計
は
閉
鎖

　
　
と
な
る
が
、
債
務
者

は
何
人
残
っ
て
い
る
か
。
今

後
の
徴
収
業
務
は
ど
こ
で

担
当
す
る
か
。

　
　
残
り
１
８
１
７
万
円

　
　
が
未
回
収
で
６
名
分
。

今
後
は
建
設
係
で
担
当
す
る
。

水
道
事
業
会
計

　
　
給
水
人
口
は
減
、
配

　
　
水
量
は
増
え
た
が
有

収
水
量
が
減
っ
た
、
と
い
う

説
明
が
わ
か
ら
な
い
が
。

　
　
配
水
池
か
ら
の
配
水

　
　
は
増
え
て
い
る
が
実
際

の
収
入
に
な
る
量
が
減
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
漏
水

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
。

　
　
県
か
ら
漏
水
探
知
機

　
　
を
借
り
て
調
査
し
た

と
思
う
が
、
そ
の
効
果
は

ど
う
か
。

　
　
エ
リ
ア
の
絞
り
込
み
は

　
　
で
き
る
が
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
は
分
か
ら
な
い
。

　
　
東
御
市
（
八
重
原
簡

　
　
易
水
道
）
へ
の
分
水

料
改
定
の
検
討
は
ど
う
な
っ

た
か
。

　
　
検
討
は
し
て
い
な
い
。

　
　
令
和
２
年
度
か
ら
八

重
原
へ
の
分
水
量
は
減
っ
て

い
る
。

　
　
新
し
い
自
動
検
針
シ

　
　
ス
テ
ム
の
使
い
勝
手
は

ど
う
か
。

　
　
１
日
で
デ
ー
タ
が
取

　
　
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
　
　
利
率
の
高
い
企
業
債

　
　
が
あ
る
が
、
繰
上
償

還
は
で
き
な
い
の
か
。
過
疎

債
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
か
。

　
　
繰
上
償
還
し
て
も
総

　
　
返
済
額
は
減
ら
な
い
。

ま
た
過
疎
債
は
充
て
ら
れ

な
い
。

下
水
道
事
業
会
計

　
　
企
業
会
計
と
な
っ
た
が
、

　
　
上
下
水
道
を一つ
の
企

業
会
計
に
す
る
と
い
う
議

論
は
始
め
た
か
。

　
　
令
和
３
年
度
に
企
業

　
　
会
計
に
な
っ
た
ば
か
り

で
移
行
が
大
変
だ
っ
た
。
そ

こ
ま
で
の
検
討
は
で
き
て
い

な
い
。

　
　
処
理
人
口
が
減
っ
て
い

　
　
る
が
、
有
収
水
量
は

増
え
て
い
る
の
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

　
　
白
樺
湖
周
辺
で
の
利

　
　
用
が
増
え
て
い
る
。

観
光
客
な
ど
が
増
え
て
い
る

と
考
え
る
。

答答

答答答

答答

答答答

問

問

問問問問

問問

問

問

答答

答答答答

答答 問

問問問 問

問問 問

権現山キャンプ場復旧箇所

ICゲート（蓼科牧場ゴンドラリフト）

◆ 

特 

別 

会 

計
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町政について問う！ 一般質問 一般質問の文章は質問者の
責任で作成しています。

今定例会では、議員 7人が一般質問を行いました。

今井   清　議員 ………12 ページ
①防災・減災対策について
②立科町総合戦略について

村田　桂子　議員 ………14 ページ
①高校生支援について
②熱中症対策について

中島　健男　議員 ………13 ページ
①オーラルケア（口腔衛生）について
②新規大型事業 3件追加、職員の負荷について
③芦田川の葦刈りについて

今井　英昭　議員 ………15 ページ
①役場内のDX( デジタルトランスフォーメー　
　ション )・ICT の推進について

森澤　文王　議員 ………13 ページ
①立科町の里の観光と文化財の保護について

今井　健児　議員 ………15 ページ
①立科温泉たてしなの里権現の湯について

榎本　真弓　議員 ………14 ページ
①ワンストップ行政サービスの推進について

※太字の質問を掲載。
　議事録は議会ホームページで閲覧できます。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
早
急
な
防
災
、
減
災
対
策
が
必

要
。
町
の
考
え
は
。

町
長　
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
し
、
被

害
の
迅
速
な
回
復
を
図
る
減
災
の
考
え
を

基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
対
策
本
部
を
設
置
し
て

早
急
に
対
応
す
る
べ
き
。

町
長　
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
事
前
に
災
害
警
戒
本
部
の
設
置
や
幹

部
会
の
開
催
を
し
て
い
る
。

防
災
意
識
を
変
え
る
た
め
の
防
災
教

育
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

総
務
課
長　
機
会
を
と
ら
え
、
継
続
的
に

防
災
に
関
す
る
情
報
を
伝
達
し
て
い
る
。

県
や
町
の
防
災
出
前
講
座
も
行
って
い
る
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

が
必
要
で
は
。

総
務
課
長　
27
項
目
の
防
災
訓
練
メ
ニュ
ー

を
示
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
実

践
訓
練
を
推
進
し
て
い
る
。

７
月
12
日
に
発
生
し
た
大
雨
災
害
の

被
害
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長　
水
田
８
ヶ
所
、
畑
17
ヶ

所
、
水
路
５
ヶ
所
に
被
害
発
生
。

建
設
環
境
課
長　
町
道
等
13
ヶ
所
、
河
川

４
ヶ
所
に
被
害
発
生
。

倒
木
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
は
。

産
業
振
興
課
長　
３
件
発
生
し
、
２
件
は
、

職
員
が
伐
採
し
た
。

建
設
環
境
課
長　
藤
沢
、
西
塩
沢
で
倒
木

に
よ
り
通
行
止
め
。
蟹
原
で
河
川
に
倒
木
、

県
に
連
絡
し
た
。

最
近
５
年
間
で
、
県
森
林
税
活
用
事

業
に
よ
る
里
山
の
整
備
事
業
を
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　
森
林
税
を
活
用
す
る
場

合
に
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
と
な
る
。

災
害
の
危
険
性
の
高
い
里
山
の
間
伐

事
業
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
課
長　
現
在
行
っ
て
い
る
意
向

調
査
を
早
め
に
推
進
し
た
い

今井　清

問問問問問

問問問

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

豪雨災害による倒木現場

質問項目
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県
の
管
轄
の一級
芦
田
川
を
、
地
元
で

　
　
管
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

町
長　
地
元
の
川
を
自
ら
き
れ
い
に
す
る

こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
で
、
町
民
に
感
謝

し
て
い
る
。

　
　
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
危
険
が
増

　
　
す
。
や
め
ら
れ
る
か
。

建
設
環
境
課
長　
県
は
、
地
域
の
自
発
的

で
任
意
の
美
化
活
動
の
た
め
や
め
て
も
問

題
な
い
と
の
こ
と
。

　
　
当
初
予
算
決
定
後
に
①
過
疎
対
策
事

　
　
業
債
②
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
③
観
光

の
高
付
加
価
値
化
の
大
型
事
業
が
追
加
さ

れ
、
現
状
業
務
も
あ
り
、
職
員
の
負
荷
は

大
丈
夫
か
。

町
長　
３
件
と
も
町
の
重
点
施
策
。
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
有
り
、負
担
増
に
な
る
と
思
う
。

限
ら
れ
た
人
数
で
効
率
よ
く
進
め
る
。ま
た
、

業
務
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
進
め
る
。

　
　
要
員
増
や
配
置
転
換
は
す
る
の
か
。

副
町
長　
平
準
化
を
図
り
、
効
率
的
、
効

果
的
に
進
め
る
。
そ
の
時
々
で
の
要
員
増
減

は
困
難
。

一 般 質 問  　質問者による要約

　
　
里
の
観
光
と
い
う
視
点
と
文
化
財
の

　
　
保
護
と
い
う
視
点
で
、
里
の
観
光
と

は
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

町
長　
ま
ず
里
の
観
光
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
江
戸
時
代
に
開
通
し
た
五
街
道

の
一
つ
で
あ
る
中
山
道
が
横
断
し
て
お

り
、歴
史
的
文
化
的
遺
産
が
数
多
く
残
り
、

多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
る
。

　
ま
た
蓼
科
山
か
ら
の
清
ら
か
な
水
、
豊

か
な
大
地
、
恵
ま
れ
た
気
候
風
土
に
よ
り

育
て
ら
れ
た
立
科
町
の
農
畜
産
物
、
そ
の

購
入
や
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
提
供
に
よ

り
「
立
科
」
を
味
わ
う
事
が
で
き
、
リ
ン

ゴ
狩
り
や
ブ
ド
ウ
狩
り
、
耕
福
館
で
の
農

業
体
験
等
も
あ
る
。権
現
山
に
は
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
風
の
子
広
場
、
権
現
の
湯
も
あ

り
、
里
の
観
光
と
し
て
は
色
々
な
も
の
を

兼
ね
備
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
風
景
に
つ
い
て
も
、
四
季
折
々
の
風
情

の
あ
る
里
の
景
色
が
楽
し
め
る
。
文
化
財

の
保
護
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
文
化
財
保

護
条
例
に
お
い
て
、
有
形
文
化
財
、
無
形

文
化
財
、
民
俗
資
料
、
史
跡
名
所
の
天
然

記
念
物
を
文
化
財
と
定
義
し
て
い
る
。
そ

の
保
存
活
用
の
た
め
に
必
要
な
処
置
を
講

じ
て
き
て
い
る
。

　
町
の
文
化
財
は
観
光
資
源
と
考
え
て
い

る
が
、
新
た
に
文
化
財
を
指
定
し
て
そ
れ

が
観
光
資
源
と
し
て
、
里
の
観
光
に
結
び

つ
い
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
ま

だ
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
状
で
あ

る
も
の
の
、
里
の
観
光
と
文
化
財
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
の
は
間
違
い

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
茂
田
井
公
民
館
の
取
り
壊
し
が
区

　
　

で
決
定
し
た
が
、
保
護
を
求
め
る

声
も
あ
る
。町
で
文
化
財
に
指
定
し
、守
っ

て
観
光
資
源
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
そ
の
件
は
承
知
し
て
い
る
が
、
茂

田
井
公
民
館
は
、
茂
田
井
区
の
所
有
物
で

あ
る
。
今
後
の
保
存
等
に
つ
い
て
は
、
実

際
に
管
理
を
さ
れ
て
い
る
茂
田
井
区
の
皆

様
の
考
え
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
、
積
極
的
に
入
り
込
ん
で
い

く
、
言
及
し
て
い
く
立
場
に
は
な
い
と
考

え
る
。

森澤　文王

問

問

立
科
町
の
里
の
観
光
と
文
化
財
の

保
護
に
つ
い
て

一
級
河
川
芦
田
川
の
葦
刈
り
に
つ

い
て

　
　
令
和
２
年
よ
り
歯
周
病
検
診
が
予
算

　
　
化
さ
れ
た
。
内
容
は
、
歯
の
喪
失
を

予
防
し
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
40
・

50
・
60
・
70
歳
及
び
妊
婦
に
受
診
券
を
送

付
し
て
い
る
。
平
均
寿
命
よ
り
健
康
寿
命

が
大
切
だ
が
、
長
野
県
は
、
健
康
寿
命
が

十
年
前
後
短
い
。
適
度
な
運
動
で
筋
力
を

鍛
え
、
毎
日
十
種
類
の
食
物
を
と
る
こ
と

が
必
要
と
の
こ
と
。
そ
れ
に
は
、
口
腔
衛

生
が
重
要
と
な
る
。
町
の
推
進
状
況
は
。

町
長　
こ
の
他
に
歯
科
相
談
、
お
口
の
健

康
教
室
、
歯
科
口
腔
検
診
等
を
実
施
し
て

い
る
。　

　
　

60
歳
ま
で
は
現
状
の
ま
ま
で
良
い
が
、

　
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
半
年
に
一

度
の
検
診
に
で
き
な
い
か
。
そ
の
費
用
は
。

町
民
課
長　
対
象
人
数
は
約
２
６
０
０
人

で
、
受
診
率
を
現
状
同
様
１０
パ
ー
セ
ン
ト

と
す
る
と
、
１
８
７
万
２
千
円
増
加
と
な

る
。

過
疎
債
で
対
応
出
来
な
い
か
検
討
願

う
。

中島　健男

問問

問問問問

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア(
口
腔
衛
生)

に

つ
い
て

新
規
事
業
３
件
が
追
加
と
な
っ
た

が
、
職
員
の
負
荷
は
大
丈
夫
か

結
び
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一 般 質 問  　質問者による要約

　
　
子
育
て
支
援
で
ス
ッ
ポ
リ
と
抜
け

　
　
落
ち
て
い
る
の
が
高
校
生
へ
の
対

応
だ
。
殊
に
町
外
の
高
校
に
通
う
生
徒

へ
の
足
の
確
保
支
援
が
乏
し
い
。
高
校

へ
通
い
や
す
い
よ
う
に
町
外
へ
引
っ
越

し
た
家
庭
が
あ
る
と
聞
い
た
。
保
護
者

に
よ
る
送
迎
の
負
担
は
重
い
。
当
町
に

よ
る
高
校
生
へ
の
足
の
確
保
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　
高
校
の
立
地
も
含
め
進
学
先

を
考
え
た
と
思
う
。
特
段
の
支
援
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　
町
内
の
高
校
生
は
バ
ス
便
を
ど
れ

　
　
ほ
ど
利
用
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
中
仙
道
15
人
、
上
田
方
面

２
人
、
丸
子
線
は
１
人
。
常
時
利
用
者

は
18
人
。
合
計
20
人
。

　
　
バ
ス
代
へ
の
補
助
制
度
は
あ
る
か

教
育
次
長　
補
助
制
度
は
な
い
。

　
　
小
海
町
で
は
通
学
定
期
の
３
分
の

　
　
１
を
補
助
し
て
い
る
。
中
山
道
線

の
平
日
・
土
日
の
バ
ス
の
増
便
を
考
え

る
べ
き
だ
が
。

企
画
課
長　
一
週
間
の
バ
ス
便
の
利
用

常
用
を
調
査
し
た
が
、
利
用
は
１
便
当

た
り
1.5
人
と
少
な
か
っ
た
の
で
、
朝
夕

の
み
と
し
、
そ
の
間
は
タ
ク
シ
ー
利
用

へ
の
補
助
制
度
を
新
設
し
た
。

　
　
蓼
科
高
校
へ
は
通
学
バ
ス
を
走
ら

　
　
せ
町
外
の
高
校
生
の
足
の
確
保
を

し
て
い
る
。
ど
れ
ほ
ど
の
支
援
か
。

教
育
次
長　
運
行
に
つ
い
て
町
は
蓼
科

高
校
育
成
会
に
運
行
委
託
料
２
６
５
６

万
円
、
定
期
代
収
入
１
１
６
６
万
円
を

引
く
と
、
差
し
引
き
１
５
０
０
万
円
ほ
ど

は
育
成
会
か
ら
の
支
援
と
な
って
い
る
。

　
　
蓼
科
高
校
生
に
は
バ
ス
便
で
便
宜

　
　
を
は
か
り
、
定
期
代
へ
の
支
援
も

あ
る
。
そ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
立
科
発

に
増
便
で
き
な
い
か
。
ま
た
中
山
道
線

の
平
日
日
中
・
土
日
祝
日
の
増
便
で
、

足
を
確
保
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
蓼
科
高
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
「
貸
し
切
り
」
の
形
態
を
と
っ
て
い

る
た
め
、
他
の
利
用
は
で
き
な
い
。

企
画
課
長　
中
仙
道
線
は
、
利
用
が
少

な
い
た
め
、
減
便
を
決
め
た
。

　
　
町
外
の
高
校
へ
通

　
　
う
生
徒
た
ち
は
ず

う
っ
と
不
便
な
ま
ま
。

「
自
分
で
何
と
か
し
な

さ
い
よ
」
と
い
う
こ
と

で
い
い
の
か
。
改
善
す

べ
き
だ
。

　
他
に
、
通
学
の
足
と
し
て
の
バ
イ
ク
・

電
動
自
転
車
へ
の
補
助
制
度
と
給
付
型

奨
学
金
の
創
設
に
つ
い
て
求
め
た
。

村田　桂子

問問問問 町
外
の
高
校
に
通
う
生
徒
に
足
の

確
保
を

問問

　
　
立
科
町
の
現
状
は
。

町
長　
立
科
町
は
庁
舎
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
の

た
め
、
職
員
が
動
き
対
応
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ―

ド
が
普
及
促
進
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
が
上
が
る
。

　
　
死
亡
届
を
行
う
遺
族
への
支
援
は
。

町
民
課
長　
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
の
一

覧
表
を
渡
し
、
日
時
な
ど
も
考
慮
し
て

相
談
を
受
け
て
い
る
。

　
　
行
政
手
続
き
以
外
も
相
談
で
き
る

　
　
遺
族
支
援
の
た
め
の
「
お
く
や
み
相

談
窓
口
」
の
考
え
は
。

町
民
課
長　
現
状
で
良
い
と
考
え
る
が
、

検
討
す
る
。

　
　
町
民
サ
ポ
ー
ト
に
は
保
健
師
の
役

　
　
割
が
重
要
で
あ
る
。
採
用
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

副
町
長　
現
在
、
保
健
師
５
名
。
保
健

師
は
保
健
師
免
許
と
看
護
師
免
許
が
必

要
な
国
家
資
格
の
専
門
職
で
あ
る
。
令

和
３
年
度
に
、
取
り
ま
と
め
や
全
体
の
連

携
を
行
う
統
括
保
健
師
１
名
を
任
命
し
、

指
導
や
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
採
用

に
当
た
っ
て
は
性
別
を
設
け
ず
、
専
門
職

と
し
て
採
用
す
る
。

　
　
民
間
と
の
事
業
連
携
は
。

町
民
課
長　
各
種
検
診
業
務
や
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
事
業
な
ど
、
連
携
委
託
し
て
い
る
。

　
　
将
来
に
向
け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
は
。

町
長　
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に

重
要
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
進
展
も
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の

必
要
と
さ
れ
る
方
策
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

　
　
自
治
振
興
組
合
が
紹
介
す
る
子
育

　
　
て
支
援
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」、
長
野

県
紹
介
の
障
が
い
者
支
援
「
ミ
ラ
イ
ロ

I
D
」
な
ど
、
立
科
町
Ｈ
Ｐ
に
繋
が
る

提
案
を
す
る
。
町
民
自
ら
が
情
報
取
得

で
き
る
こ
と
も
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
で
あ
る
。

榎本　真弓

問問問問 ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

推
進
に
つ
い
て

問問結
び

結
び

200

160

120

80

40

0

内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室資料より

おくやみコーナー設置自治体数

※令和2年度実績は令和3年1月5日～2月3日の自治体調査回答から集計
（令和2年度実績は総合窓口方式の自治体数も含む）
※令和元年度迄は内閣官房IT室調べの実績

令和2年度令和元年度平成30年度

169

166

「おくやみコーナー」
設置自治体数は
全国的に増加
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町
長　
向
か
って
い
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
　
で
は
来
年
３
月
に
５
周
年
目
に
入
る
。

　
　
感
謝
祭
と
し
て
一
年
間
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
み
て
は
。

町
長　
議
員
の
提
案
は
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
る
が
、
検
討
す
る
か
ど
う
か
は
今
後

考
え
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
環
境
支
援
策
と
し
て
権
現
の
湯
に

　
　
駄
菓
子
屋
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
は
。

企
画
課
長　
現
在
ス
ペ
ー
ス
の
余
裕
は
な

い
。
青
少
年
の
育
成
の
観
点
か
ら
目
が

届
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
様
々
な
理
由
で
で
き
な
い
と
い
う
事

　
　
で
よ
い
か
。

企
画
課
長　
現
実
的
に
は
難
し
い
と
考

え
る
。

　
　

同
じ
テ
ー
マ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

　
　

Facebook

等
が
あ
り
、情
報
が
分

散
化
し
て
し
ま
い
、ま
た
職
員
の
負
担
軽

減
の
視
点
か
ら
見
直
し
が
必
要
。

　
　
職
員
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
の
現

　
　
状
は
。

企
画
課
長　
最
近
は
行
って
い
な
い
。

　
　

総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ア

　
　
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ（
＊
）の
指
摘
事
項

に
対
し
て
改
善
は
進
ん
で
い
る
か
。

企
画
課
長　

現
状
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
が
必
要
な
箇
所

が
あ
り
、リ
ニュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
改
善

を
す
る
予
定
。

　
　

総
務
省
が
示
し
て
い
る「
自
治
体

　
　
D
X
推
進
計
画
」に
よ
る
と
、町
の
計

画
は
1.5
年
遅
れ
が
あ
る
が
問
題
で
は
な
い

か
。

企
画
課
長　

遅
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る

が
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
は
進
ん
で
い
る

　
　
か
。

企
画
課
長　
今
後
の
課
題
で
あ
り
、現
状

は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。

（
＊
）ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、高
齢
者
や
障

が
い
者
を
含
め
、誰
も
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
提
供
さ

れ
る
情
報
や
機
能
を
支
障
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
。

一 般 質 問  　質問者による要約

　
　
後
期
基
本
計
画
の
年
間
入
場
者
数

　
　
２０
万
人
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

企
画
課
長　
現
在
で
は
乖
離
（
か
い
り
）

が
大
き
く
達
成
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
黒
字
化
に
な
る
入
館
者
数
は
何
人
か
。

企
画
課
長　
令
和
３
年
度
計
算
で
、
２２

万
７
０
０
０
人
ほ
ど
。
令
和
３
年
度
は
入

館
者
数
１３
万
人
。
不
足
す
る
４
５
０
０
万
円

を
一
般
会
計
か
ら
補
填
し
て
い
る
状
況
。

　
　
町
民
の
や
す
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
の
場

　
　
と
し
て
設
置
し
た
目
的
に
対
し
て
目

指
す
べ
き
姿
は
。

企
画
課
長　
よ
り
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
　
入
館
者
数
を
増
や
す
た
め
に
子
ど
も

　
　
料
金
を
な
く
し
、
無
料
に
し
て
は
ど

う
か
。

町
長　
効
果
と
し
て
疑
問
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
利
用
促
進
に
つ
い
て
い
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
を
優
先
し
た
方
が
良
い
。

　
　
目
標
の
２０
万
人
に
向
か
う
の
か
向
か

　
　
わ
な
い
の
か
。

今井　健児

問問問問問 立
科
温
泉
た
て
し
な
の
里
権
現
の

湯
に
つ
い
て

問問問

 

（
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質

　
　

問
の「
令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
：
D
X
推
進
の
た
め
の
予
算
に
つ
い

て
」の
追
跡
質
問
と
し
て
）役
場
内
の

D
X
・
I
C
T
の
課
題
と
展
望
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。 

町
長　

費
用
対
効
果
が
見
込
め
ず
、先

進
的
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
な

い
。ま
た
高
齢
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、ア
ナ

ロ
グ
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
デ
ジ
タ
ル
化
の
必

要
性
が
十
分
に
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。そ
の

た
め
、他
自
治
体
と
比
較
を
し
て
、デ
ジ
タ

ル
化
への
着
手
が
遅
れ
て
い
る
。

　
　

町
が
管
理
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
い
く
つ
あ

る
か
。

企
画
課
長　

現
在
町
が
管
理
し
て
い
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
６
サ
イ
ト
、Facebook

は
４
個
、Tw
itter

は
５
個
、Instagram

は
５
個
、Tik T

ok

は
１
個
と
な
っ
て
い

る
。

今井　英昭

問問 役
場
内
の
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）・
I
C
T

の
推
進
に
つ
い
て

問問問問

第５次立科町振興計画後期基本計画

最新の自治体DX
推進計画

結
び

年　度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

入館者 207,164 204,362 210,449 210,197 208,272 203,917 194,386 190,694 185,260 116,650

収　支 △4,662 △12,403 △12,305 △1,813 △870 △17,843 △20,789 △10,199 △38,667 △380,801

※H30は施設の大規模改修等工事のため５か月間休館【資料：企画課温泉係】

＜施策の方針＞ 
やすらぎとふれあいの場として、更なるサービスの向上に努め、利用の
促進を図ります。機械設備、厨房設備等に未改修箇所があるため、これ
らの更新・修繕を重点的に進めていきます。 

＜成果指標＞ 
 指標名 現状：平成30年度 目標：令和６年度 総合戦略 (KPI) 

 権現の湯年間入場者数 116,650人 200,000人 ○ 

※平成29年度入場者数は185,260人 
※平成30年度は大規模改修等工事のため５か月間休館 
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表
紙
写
真

　

野
方
の
農
道
を
歩
い
て
い
て
出
合
っ
た
光
景
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
を
含
め
８
人
と
い
う
大
家
族
。
楽
し
そ
う
な
『
お

こ
び
れ
』タ
イ
ム
で
し
た
。「『
議
会
だ
よ
り
』の
表
紙
に
撮
っ

て
も
い
い
で
す
か
？
」
と
思
わ
ず
声
を
か
け
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
稲
刈
り
・
ハ

ゼ
か
け
な
ど
大
変
な
仕
事
も
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
は
か
ど

り
ま
す
。
収
穫
は
ま
ず
ま
ず
と
の
こ
と
。
ご
一
家
の
来
年

の
ご
飯
は
、
大
丈
夫
で
す
。
笑
顔
の
弾
む
ひ
と
時
で
し
た
。

(

取
材
Ｋ)

　
コ
ロ
ナ
第
七
波
に
よ
り
今
年

も
、
え
ん
で
こ
祭
り
な
ど
町
の

行
事
が
様
々
中
止
と
な
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
共
に
、
な
か

な
か
気
持
ち
の
晴
れ
な
い
日
々

が
続
き
ま
す
。

　
で
も
、
町
内
の
田
ん
ぼ
で
は

稲
穂
が
黄
金
色
に
色
づ
き
、
リ

ン
ゴ
も
た
わ
わ
に
実
っ
て
、
今

年
は
ま
ず
ま
ず
の
出
来
の
よ

う
。
台
風
な
ど
の
被
害
が
な
け

れ
ば
い
い
が
と
案
じ
て
い
ま

す
。
　
子
ど
も
議
会
で
６
年
生
の
質

問
に
議
員
が
答
え
ま
し
た
。
地

球
温
暖
化
や
人
口
減
少
問
題
へ

の
取
り
組
み
な
ど
難
問
ば
か

り
。
子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
も
っ
と
、
聴
か
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

村
田
桂
子

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長　
　
　
村 

田 

桂 

子

　
副
委
員
長　
　
　
中 

村 

茂 

弘

　
委　
　
員　
　
　
榎 

本 

真 

弓

中 

島 

健 

男

芝 

間 

教 

男

今 

井 

健 

児

集
後
記

編

議会活動について「ご意見・ご要望」をお聞かせください。
発行／長野県立科町議会　　編集／議会だより編集委員会
〒384-2305　長野県北佐久郡立科町芦田2532番地　TEL（0267）88‐8413 有線2311　FAX（0267）56‐2310
E‐mail  gikai@town.tateshina.nagano.jp　URL　http://www.town.tateshina.nagano.jp

議会議員研修会

議会ホームページ

長野県町村議会議員研修会

北佐久郡議会議員研修会

　長野県町村議会議員研修会が７月14日（木）松本市で
開催されました。
　２件の講演が行なわれ、東京弁護士会 太田雅之氏によ
る講演では、「議会におけるハラスメント」と題し、政治の
分野における男女共同参画とハラスメント等について講
演していただき、鶴見学園女子大学、鍵屋一氏には「町村
自治体の防災・減災対策と災害時の議会議員の役割」と
題し、明日に備える防災等の講演をしていただきました。

　８月２３日(火)に北佐久郡議会議員研修会をオンライン
にて開催しました。講演は「子育て世代の移住のために」
～家と仕事と学校をどうするか～　をテーマに巴創業塾
藻谷ゆかり氏より「少子化を正しく理解する事」や「国勢
調査から見る地方移住」など、自身の体験をふまえた深
い見識から、今後に活かす政策等を事例と合わせて講義
いただきました。
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